
No.

令和７年２月20日発行（毎月１回20日発行）第544号/ ISSN 0289－5161

2025
2

February
544

こころの扉 「『惟神の道』―世の中を照らす一筋の光―」橘 重十九………………… ２

第50回理事会・第29回評議員会… ……………………………………………………………… ３

新春交流レセプション開催………………………………………………………………………… ４

ミャンマーの現状と国際社会への訴え 平和への道を探る… …………………… ５～６

青年部会「諸先輩からの講演Ⅱ・国際委員会事務総長・
　　　日本委員会理事との懇談や新春交流レセプションへの参画」を実施… ……… ７

いのちの森プロジェクト　周辺緑地を守る会との懇談会開催… ………………………… ８

アンケートのお願い… ……………………………………………………………………………… ８

今月のWCRP新熟語、WCRPの活動 ……………………………………………………………… ８

トークセッションでのフランシス・クーリア・カゲマWCRP国際委員会事務総長（右）と戸松義晴日本委員会理事長
� （１月31日�新春交流レセプション）



こ こ ろ の 扉 ＊＊

―  2  ―

　

今
、
世
界
は
人
類
の
共
有
認
識
と
し
て
構
築
さ
れ
て
き
た
理
念

や
価
値
観
、
常
識
が
脅
か
さ
れ
る
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い

ま
す
。
世
界
中
に
不
安
と
混
乱
を
招
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
流
行
、
国
際
社
会
の
規
律
に
反
し
、
武
力
に
よ
る
一
方
的
な
現

状
変
更
を
強
い
る
紛
争
や
内
戦
等
々
、
い
ず
れ
も
世
界
は
戦
後
の

歴
史
上
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
難
題
を
突
き
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
宗
教
や
文
化
、
民
族
の
違
い
に
よ

る
分
断
や
対
立
、
既
存
の
政
権
政
党
に
対
す
る
反
発
、
土
地
や
資

源
の
争
奪
な
ど
、
様
々
な
理
由
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
世
界
の
諸
問
題
を
解
決
す
る
策
は
未
だ
見
つ
か
り

ま
せ
ん
が
、
古
来
、
日
本
人
の
心
の
中
に
生
き
続
け
る
自
然
観
や

精
神
性
に
問
題
解
決
の
端
緒
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

神
社
神
道
に
は
、
実
践
の
規
範
と
し
て
掲
げ
る
「
敬
神
生
活
の

綱
領
」
が
あ
り
ま
す
。
綱
領
の
中
に
は
、
万
物
と
の
共
存
共
栄
を

祈
る
神
道
感
が
謳
わ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
今
、
世
界
に
発
信
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
普
遍
的
価
値
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。古
よ
り「
鎮

守
の
杜
」
で
祈
り
の
祭
祀
を
行
い
、
神
々
へ
の
感
謝
の
心
や
平
和

を
願
う
気
持
ち
、
神
や
自
然
と
共
存
す
る
日
本
人
古
来
の
生
き
方

が
、
神
道
に
お
け
る
「
惟
神
の
道
」
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
社
会

を
創
り
、
現
代
社
会
の
混
沌
と
し
た
世
の
中
を
照
ら
す
一
筋
の
光

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

北
野
天
満
宮
を
は
じ
め
、
全
国
一
万
社
を
超
え
る
天
満
宮
・
天

神
社
に
奉
祀
さ
れ
る
御
祭
神
菅
原
道
真
公
の
活
躍
さ
れ
た
平
安
時

代
に
お
け
る
平
安
京
は
、
ま
さ
に
戦
乱
や
疫
病
・
飢
饉
な
ど
の
難

題
が
繰
り
返
さ
れ
た
混
迷
の
時
代
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
世
の
中

で
、
類
稀
な
る
学
識
と
縄
文
時
代
か
ら
連
綿
と
継
承
さ
れ
て
き
た

日
本
人
の
精
神
性
を
「
文
道
」
に
よ
っ
て
内
外
に
示
し
、
誠
の
心

を
以
て
、
自
国
の
歴
史
や
伝
統
を
重
ん
じ
つ
つ
、
他
国
の
文
化
や

技
術
を
受
け
入
れ
る
寛
容
さ
が
、菅
原
道
真
公
の
提
唱
さ
れ
た「
和

魂
漢
才
」
の
精
神
で
す
。
ま
さ
に
神
道
の
「
共
存
共
栄
の
理
念
」

そ
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

激
し
く
変
容
変
化
す
る
現
代
に
お
い
て
も
、
互
い
の
歴
史
や
伝

統
、
文
化
や
風
習
そ
し
て
宗
教
を
敬
い
、
認
め
合
い
、
共
有
し
合

い
、
共
に
社
会
を
作
り
上
げ
て
い
く
意
識
と
実
践
が
肝
要
だ
と
考

え
ま
す
。

　

結
び
に
、
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
の
様
々
な
活
動
に
ご
尽
力
さ

れ
て
い
る
関
係
者
各
位
に
、心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、

こ
の
活
動
が
世
界
共
通
の
理
念
や
価
値
観
の
模
範
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

「『惟
かんながら

神の道』―世の中を照らす一筋の光―」

WCRP日本 委員会
理 事
北 野 天 満 宮 宮 司

橘 重十九



―  3  ―
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第
50
回
理
事
会
・
第
29
回
評
議
員
会

　

第
50
回
理
事
会
、
第
29
回
評
議
員
会
が
１
月
31

日
、
立
正
佼
成
会
法
輪
閣
（
東
京
都
杉
並
区
）
で

オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
開
催
さ
れ
た
。
理
事
会
に

は
理
事
20
人
が
出
席
。「
日
本
委
員
会
人
事
」「
２

０
２
５
年
度
事
業
方
針
・
事
業
計
画
」「
２
０
２
５

年
度
予
算
」「
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込

み
」「
第
３
回
東
京
平
和
円
卓
会
議
」に
つ
い
て
審

議
し
、
可
決
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
第
29
回
評
議
委
員
会
に
は

評
議
員
８
人
が
出
席
。
審
議
事
項
は
す
べ
て
可
決

さ
れ
た
。

　

２
０
２
２
年
、
２
０
２
４
年
に
引
き
続
き
２
０

２
５
年
に
開
催
さ

れ
る
第
３
回
東
京

平
和
円
卓
会
議
で

は
、
特
に
、
第
２

回
東
京
平
和
円
卓

会
議
に
て
採
択
さ

れ
た
声
明
文
が
ど

の
程
度
実
行
で
き

た
の
か
、
こ
の
声

明
文
の
実
行
上
の

課
題
と
は
何
か
、

そ
れ
を
実
行
す
る

た
め
に
求
め
ら
れ

て
い
る
行
動
と
は

何
か
、
と
い
う
問

題
意
識
の
も
と
開

催
さ
れ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
は
４
月
に
執
行

委
員
会
が
開
か

れ
、
２
０
２
６
年

11
月
に
第
10
回
Ａ

Ｃ
Ｒ
Ｐ
大
会
を
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
催
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

理
事
会
、
評
議
員
会
と
も
に
審
議
終
了
後
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
来
日
し
た
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ク
ー

リ
ア
・
カ
ゲ
マ
国
際
事
務
総
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

ク
ー
リ
ア
事
務
総
長
は
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会

の
役
員
の
日

頃
の
努
力
と

貢
献
に
感
謝

の
意
を
述
べ

る
と
と
も

に
、
国
際
委

員
会
と
日
本

委
員
会
が
今

後
さ
ら
に
協

力
、
連
携
を
強
固
に
し
て
、
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
呼
び
掛
け
た
。

● 

日
本
委
員
会
人
事
で
選
任
さ
れ
た
役
員
は
次
の

通
り
。（
敬
称
略
）。

顧
問
（
理
事
会
が
推
戴
、
評
議
員
会
が
承
認
）

　

就
任
：
庭
野
日
鑛
（
立
正
佼
成
会
会
長
）

理
事
（
評
議
員
会
で
選
任
）

　

退
任
：
阿
部
昌
宏
（
天
台
宗
前
宗
務
総
長
）

　

就
任
：
細
野
舜
海
（
天
台
宗
宗
務
総
長
）

活
動
委
員
（
理
事
会
で
選
任
）

　

退
任
： 

加
瀬
育
代
（
立
正
佼
成
会
総
務
部
渉
外

グ
ル
ー
プ
）

　

就
任
： 

田
中
希
依
（
立
正
佼
成
会
総
務
部
渉
外

グ
ル
ー
プ
）

青 

年
部
会（
青
年
幹
事
会
で
推
薦
、理
事
会
で
選
任
）

　

退
任
： 

齋
藤
侑
助
立
正
佼
成
会
国
際
伝
道
部
国

際
伝
道
グ
ル
ー
プ
）
※
事
務
局
長

　

就
任
： 

長
田
健
祐
（
立
正
佼
成
会
総
務
部
渉
外

グ
ル
ー
プ
）

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
理
事
会
で
選
任
）

　

人
身
売
買
禁
止
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

　

退
任
： 

加
瀬
育
代
（
立
正
佼
成
会
総
務
部
渉
外

グ
ル
ー
プ
）

　

就
任
： 

田
中
希
依
（
立
正
佼
成
会
総
務
部
渉
外

グ
ル
ー
プ
）

理事会の様子

クーリア事務総長（手前から２人目）

評議員会の様子
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新
春
交
流
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
開
催

　

理
事
・
評
議
員
会
の
後
、
新
春
交
流
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、日
本
委
員
会
役
員
、関
係
者
、

賛
助
会
員
な
ど
約
２
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ク
ー
リ
ア
・
カ

ゲ
マ
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
国
際
委
員
会
事
務
総
長
を
迎
え
、

戸
松
義
晴
理
事
長
モ
デ
レ
ー
タ
ー
の
も
と
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　

戸
松
理
事
長
は
、
ク
ー
リ
ア
事
務
総
長
と
の
初

め
て
の
出
会
い
で
、
互
い
に
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
肩
書
が

記
載
さ
れ
た
名
刺
を
交
換
し
、
驚
き
合
っ
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
紹
介
、以
下
の
ト
ー
ク
が
交
わ
さ
れ
た
。

戸
松
：
趣
味
と
好
き
な
食
べ
物
は
。

ク
ー
リ
ア
：

読
書
が
趣
味

で
、
最
近
は

日
本
の
「
将

軍
」
を
読
ん

だ
。
お
茶
が

好
き
で
、
ケ

ニ
ア
の
特
別

な
紅
茶
を
毎

日
た
く
さ
ん

飲
ん
で
い
る
。

戸
松
：
平
和
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
。

ク
ー
リ
ア
：
私
は
、
平
和
、
調
和
に
基
づ
い
た
新

た
な
行
動
様
式
を
構
築
し
た
い
。
そ
れ
は
、「
分
か

ち
合
い
」
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
世
界
だ
。
今
の

世
界
は
、
個
人
主
義
、
物
質
主
義
が
蔓
延
し
、
誰

も
が
自
ら
の
欲
望
を
満
た
す
こ
と
に
奔
走
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
る
。
今
こ
そ
分
か
ち
合
う
生
き
方

が
必
要
だ
。
こ
の
分
か
ち
合
う
と
い
う
生
き
方
に

徹
し
た
と
き
に
、
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
の
健
全
な

個
人
・
社
会
が
実
現
す
る
と
信
じ
る
。

戸
松
：
参
加
の
皆
さ
ま
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

ク
ー
リ
ア
：
日
本
は
倫
理
的
、
道
徳
的
な
価
値
を

世
界
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は「
ゆ
る
し
」

と
「
分
か
ち
合
い
」
の
価
値
観
だ
。
こ
の
価
値
観

を
世
界
に
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
行
動
様
式

を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
具
体

的
な
変
革
に
は
、
人
、
資
金
、
ア
イ
デ
ィ
ア
の
三

つ
が
重
要
だ
。
今
後
と
も
財
的
支
援
を
含
め
た
継

続
的
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

　

第
二
部
で
は
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
持
た
れ
た
。

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
杉
谷
義
純
会
長
（
天
台
宗
妙
法
院
門
跡
門

主
）
は
、「
依
然
と
し
て
世
界
は
厳
し
い
状
況
に
あ

る
が
、
こ
こ
か
ら
学
び
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

を
手
を
取
り
合
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。
次
に
、
日
本
宗
教
連
盟
理
事
の
宍
野
史

生
氏
（
扶
桑
教
管
長
）
が
、「
今
年
は
巳
年
で
す

が
、
長
い
ヘ
ビ
は
長
者
に
通
じ
る
。
長
者
は
お
金

持
ち
と
い
う
意
味
も
あ
る
が
、
徳
の
高
い
人
と
の

意
味
も
あ
る
。
今
年
は
徳
積
み
の
た
め
に
笑
顔
を

振
り
ま
く
笑
顔
長
者
を
め
ざ
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。
ア
ジ
ア
学
院
の
荒
川
朋
子
校
長
の
乾
杯

の
発
声
に
よ
り
交
流
会
が
ス
タ
ー
ト
。
参
加
者
は

出
会
い
と
再
会
の
一
時
を
過
ご
し
た
。
最
後
に
、

評
議
員
の
菊
地
功
枢
機
卿
（
カ
ト
リ
ッ
ク
東
京
大

司
教
区
大
司
教
）
が
、「
宗
教
者
は
理
想
を
語
ら

な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
分

断
の
進
む
世

界
の
中
で
、

希
望
を
掲
げ

平
和
の
歩
み

を
続
け
て
行

き
た
い
」
と

閉
会
の
あ
い

さ
つ
を
述
べ

た
。

トークセッション会場の様子

レセプション参加のみなさま
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ミ
ャ
ン
マ
ー
の
現
状
と
国
際
社
会
へ
の
訴
え

―
―
平
和
へ
の
道
を
探
る

　

２
月
３
日
、
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
（
Ｗ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
）
日
本
委
員
会
は
、
日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
で
記
者
会
見
を
開
き
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
現
状
と

支
援
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

　

ク
ー
デ
タ
ー
か
ら
４
年
が
経
ち
、
戦
闘
が
激
化

す
る
中
、「
国
際
社
会
に
現
状
を
伝
え
る
た
め
」

と
し
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ボ
ー
枢

機
卿
（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
国
際
委
員
会
共
同
会
長
）
が
来

日
。
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ク
ー
リ
ア
・
カ
ゲ
マ
博
士
（
Ｗ

Ｃ
Ｒ
Ｐ
国
際
委
員
会
事
務
総
長
）、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日

本
委
員
会
の
戸
松
義
晴
理
事
長
ら
が
登
壇
し
、
市

民
の
窮
状
改
善
と
平
和
実
現
へ
の
協
力
を
呼
び
か

け
た
。

　

以
下
、チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ボ
ー
枢
機
卿
の
発
言
要
旨
。

深
刻
化
す
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
国
際
支
援
が
不
可
欠

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
政
治
・
経
済
・
人
道
的
危
機
に

直
面
し
、
多
く
の
市
民
が
避
難
を
強
い
ら
れ
て
い

る
。
紛
争
の
長
期
化
に
よ
り
生
活
基
盤
を
失
い
、

国
際
社
会
の
支
援
が
急
務
と
さ
れ
る
中
、
日
本
を

含
む
各
国
の
関
与
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
中
心
と
し
た
周
辺
国

の
平
和
へ
の
取
り
組
み
が
紛
争
終
結
の
カ
ギ
と
な

る
。
平
和
へ
の
希
望
は
あ
る
が
、
正
義
・
包
括
性
・

非
暴
力
的
解
決
へ
の
強
い
決
意
が
不
可
欠
だ
。
草

の
根
や
国
際
的
な
取
り
組
み
が
続
く
も
の
の
、
課

題
は
山
積
し
て
い
る
。

国
際
社
会
の
役
割
―
―
関
心
の
低
下
が
課
題

　

世
界
的
な
関
心
は
ガ
ザ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
向
け

ら
れ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
窮
状
は
見
過
ご
さ
れ
が
ち

だ
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
関
係
者
が
平
和
に
向
け
た
構

想
に
立
ち
返
る
よ
う
、
国
際
社
会
は
圧
力
を
強
め

る
必
要
が
あ
る
。
特
に
日
本
政
府
は
、
平
和
と
和

解
の
た
め
の
積
極
的
な
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
国
際

支
援
は
、

現
地
の
対

立
を
激
化

さ
せ
る
こ

と
な
く
、

平
和
、
発

展
、
人
間

の
尊
厳
を

最
優
先
す
る
形
で
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

悪
化
す
る
人
道
危
機
と
援
助
の
必
要
性

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
道
状
況
は
深
刻
さ
を
増
し
て

お
り
、
食
料
不
足
や
避
難
民
の
急
増
が
続
い
て
い

る
。

・
支
援
が
必
要
な
人
々
：
２
０
２
５
年
時
点
で
約

１
９
９
０
万
人
（
人
口
の
約
三
分
の
一
）
が

人
道
支
援
を
必
要
と
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち

６
３
０
万
人
が
子
ど
も
。

・ 

国
内
避
難
民
（
Ｉ
Ｄ
Ｐ
ｓ
）：
紛
争
に
よ
る
避

難
民
は
３
５
０
万
人
に
達
し
、
わ
ず
か
15
％
が

正
式
な
避
難
キ
ャ
ン
プ
に
収
容
さ
れ
て
い
る
。

・ 

ラ
カ
イ
ン
州
の
危
機
：
経
済
崩
壊
と
貿
易
封
鎖

の
影
響
で
、
約
２
０
０
万
人
が
飢
餓
の
危
機
に

瀕
し
て
い
る
。

・ 

サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
：
約
６
０
０
万
人
の

子
ど
も
が
医
療
・
教
育
を
受
け
ら
れ
ず
、
食
糧

不
足
や
栄
養
失
調
、
強
制
徴
用
や
地
雷
の
危
険

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

・ 

資
金
不
足
：
２
０
２
４
年
の
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
の
緊

急
支
援
要
請
額
４
億
１
，５
６
０
万
ド
ル
に
対

し
、
10
月
時
点
で
の
確
保
額
は
わ
ず
か
43
％
。

チャールズ・ボー枢機卿
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市
民
へ
の
影
響
と
停
戦
の
必
要
性

　

経
済
の
崩
壊
に
よ
り
、市
民
の
生
活
は
困
窮
し
、

多
く
が
最
低
限
の
生
計
を
維
持
す
る
こ
と
さ
え
困

難
に
な
っ
て
い
る
。
ガ
ザ
の
よ
う
な
他
の
紛
争
地

域
で
も
、
停
戦
に
よ
り
市
民
が
一
時
的
に
で
も
生

活
を
立
て
直
す
機
会
を
得
て
い
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー

に
お
い
て
も
、
停
戦
が
短
期
的
な
命
の
救
済
だ
け

で
な
く
、
長
期
的
な
復
興
と
発
展
の
基
盤
を
築
く

こ
と
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
皆
さ
ん
、
あ
な
た
方
の
強
さ

と
忍
耐
力
は
世
界
の
希
望
の
光
で
す
。
困
難
な
時

こ
そ
、
団
結
と
平
和
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
重

要
で
す
。
教
育
、
医
療
、
地
域
社
会
の
再
建
を
通

じ
て
、
お
互
い
を
支
え
合
う
す
べ
て
の
努
力
が
、

よ
り
良
い
未
来
へ
の
道
を
切
り
開
き
ま
す
。」

日
本
と
世
界
へ
の
訴
え

　
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
未
来
は
、
私
た
ち
自
身
と
国

際
社
会
の
支
援
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
対
話
と
平

和
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
し
、
す
べ
て
の
人
が
尊

厳
と
希
望
を
持
っ
て
生
き
ら
れ
る
未
来
を
築
き
ま

し
ょ
う
。」

　

続
い
て
、
ク
ー
リ
ア
博
士
よ
り
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
対

応
が
説
明
さ
れ
た
。
博
士
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お

け
る
市
民
の
苦
難
を
終
わ
ら
せ
、
平
和
を
広
め
る

た
め
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
方
針
を
示
し
「
最

も
重
要
な
の
は
、
市
民
の
窮
状
を
改
善
し
、
尊
厳

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
」
と
述
べ
た
。

宗
教
界
の
団
結
と
国
際
協
力
が
鍵

　
「
問
題
は
複
雑
で
あ
り
、
課
題
は
多
い
。
し
か

し
、人
間
が
解
決
で
き
な
い
問
題
は
な
い
」と
ク
ー

リ
ア
博
士
は
語
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
平
和
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
を
は
じ

め
、
日
本
政
府
や
国
際
社
会
の
尽
力
が
不
可
欠
だ

と
し
、「
協
力
が
あ
れ
ば
必
ず
道
は
開
け
る
」
と

の
信
念
を
示
し
た
。
ま
た
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
宗
教

界
や
市
民
社
会
の
声
を
国
際
社
会
に
届
け
る
こ
と

の
重
要
性
も
指
摘
。「
多
く
の
声
が
一
つ
に
な
れ

ば
、
市
民
の
励
み
と
な
り
、
平
和
実
現
の
大
き
な

力
と
な
る
」と
し
、宗
教
界
の
役
割
を
強
調
し
た
。

「
平
和
へ
の
チ
ャ
ン
ス
を
」
国
際
社
会
へ
の
呼
び

か
け

　

ク
ー
リ
ア
博
士
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
人

権
と
尊
厳
の
回
復
を
訴
え
、「
平
和
へ
の
チ
ャ
ン

ス
を
、
そ
し
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
機
会
を
」
と
国
際

社
会
に
呼
び
か
け
た
。「
私
た
ち
が
住
む
こ
の
地

球
に
、
も
う
一
度
平
和
へ
の
チ
ャ
ン
ス
を
い
た
だ

き
た
い
。
平
和
は
実
現
可
能
で
あ
り
、
私
た
ち
は

そ
の
実
現
に
向
け
て
尽
力
す
る
」
と
強
い
決
意
を

表
明
し
た
。

　

現
在
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
歴
史
的
な
岐
路
に
立
た

さ
れ
て
い
る
。
長
引
く
紛
争
は
国
民
の
生
活
を
圧

迫
し
続
け
、
国
際
社
会
の
関
与
が
な
け
れ
ば
事
態

の
改
善
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
持
続
的
な
平
和
へ
の

道
を
探
る
た
め
、
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
社

会
の
積
極
的
な
関
与
と
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

クーリア博士
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2025・２・20

青
年
部
会
「
諸
先
輩
か
ら
の
講
演
Ⅱ
・
国
際
委
員

会
事
務
総
長
・
日
本
委
員
会
理
事
と
の
懇
談
や
新

春
交
流
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
へ
の
参
画
」
を
実
施

　

青
年
部
会
は
１
月
30
か
ら
31
日
『
諸
先
輩
か
ら

の
講
演
Ⅱ
』
な
ら
び
に
『
草
の
根
活
動
Ⅰ
・
Ⅱ
』

を
実
施
し
た
。

　

30
日
に
、
立
正
佼
成
会
法
輪
閣
で
第
３
回
幹
事

会
を
開
催
し
、
そ
の
後
に
開
催
さ
れ
た
諸
先
輩
か

ら
の
講
演
Ⅱ
で
は
、
神
谷
昌
道
師
（
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
シ

ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
を
招
き
講
演
を
い
た
だ
い

た
。自
ら
も
青
年
部
会
幹
事
を
務
め
た
神
谷
師
は
、

ま
ず
10
代
～
30
代
の
青
年
期
に
お
け
る
体
験
を
語

っ
た
。
自
身
の
信
仰
す
る
立
正
佼
成
会
で
青
年
部

の
会
員
と
出
会
い
、
米
国
・
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
法
律

外
交
大
学
院
留
学
に
繋
が
る
転
機
と
な
っ
た
出
来

事
を
述
懐
す
る
中

で
、「
自
ら
を
過
小

評
価
し
な
い
と
い
う

こ
と
を
大
事
に
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
強

調
し
た
。
ま
た
、
自

分
自
身
の
気
持
ち
を

奮
い
立
た
せ
る
た
め

に
「
元
気
・
本
気
・

根
気
と
い
う
３
つ
の

気
を
大
事
に
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
励
ま
し
た
。

　

続
い
て
神
谷
師
は
自
身
が
作
成
し
た
論
文
な
ど

を
用
い
て
、
国
家
主
権
か
ら
人
民
主
権
へ
の
大
切

さ
に
触
れ
、「
国
家
権
力
中
心
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
国
に
属
す
る
人
民
に
視
点
を
充
て
て
、
そ
の

人
々
が
平
和
に
暮
ら
せ
る
た
め
の
コ
モ
ン
グ
ッ
ド

（
共
通
善
）を
尊
重
で
き
る
仕
組
み
が
大
事
で
あ
る
」

と
強
調
し
た
。
さ
ら
に
、
平
和
構
築
の
た
め
の
３

つ
の
宗
教
者
の
役
割
と
し
て
、
①
国
際
秩
序
の
守

護
者
に
な
る
こ
と
②
人
間
の
倫
理
性
・
道
徳
性
・

精
神
性
を
豊
か
に
す
る
こ
と
③
現
実
を
理
想
へ
と

導
く
推
進
力
と
な
る
こ
と
を
挙
げ
締
め
括
っ
た
。

　

翌
日
は
第
50
回
理
事
会
・
評
議
員
会
・
新
春
交

流
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
併
せ
て
草
の
根
活
動
Ⅰ
・
Ⅱ

を
実
施
し
た
。
活
動
に
先
立
ち
、
一
同
は
ま
ず
フ

ラ
ン
シ
ス
・
ク
ー
リ
ア
・
カ
ゲ
マ
博
士
（
Ｗ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
国
際
委
員
会
事

務
総
長
）
と
の
懇

談
を
行
な
っ
た
。

ク
ー
リ
ア
博
士
は

懇
談
の
中
で
青
年

独
自
の
可
能
性
に

つ
い
て
言
及
し
、

「
青
年
は
信
仰
を

ベ
ー
ス
と
す
る
諸

活
動
を
通
し
て
、

よ
り
よ
い
も
の
へ

と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
有
し
て
い

る
」
と
励
ま
し
た
。

　

草
の
根
活
動
Ⅰ
で
は
、
日
本
委
員
会
の
理
事
と

昼
食
を
取
り
な
が
ら
懇
談
・
交
流
を
行
っ
た
。
こ

れ
は
「
共
食
を
通
じ
て
、
理
事
の
人
柄
に
触
れ
、

先
輩
か
ら
学
び
た
い
」
と
い
う
青
年
部
会
幹
事
の

希
望
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
。
青
年
部
会
に
携
わ
っ

た
理
事
も
参
席
さ
れ
る
中
、
自
教
団
の
こ
と
や
自

身
の
関
心
の
あ
る
こ
と
、
世
界
の
平
和
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
内
容
を
共
に
語
り
合
い
、
時
に
は
笑
い

声
も
響
き
渡
っ
た
。

　

草
の
根
活
動
Ⅱ
で
は
新
春
交
流
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

へ
参
加
し
た
。
司
会
を
新
島
公
彰
青
年
部
会
幹
事

（
妙
智
會
教
団
青
年
部
副
部
長
）
が
務
め
た
。
青

年
部
会
幹
事
は
参
加
者
に
混
じ
っ
て
第
１
部
の

ト
ー
ク
セ
ッ
シ

ョ
ン
を
聴
講
し

た
。
そ
の
後
、

第
２
部
の
交
流

レ
セ
プ
シ
ョ
ン

で
は
様
々
な
立

場
の
方
々
と
の

交
流
・
歓
談
を

通
じ
て
青
年
部

会
の
発
信
活
動

を
行
っ
た
。

人民主権の大切さを考える時間

幹事は積極的に英語でコミュニケーション

諸先生と積極的に交流
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の
あ
り
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
タ
ケ

ノ
コ
掘
り
は
４
月
に
開
催
す
る
こ
と
を
確
認
。
管

理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員

会
が
取
り
組
み
始
め
て
10
年
と
な
る
２
０
２
６
年

を
区
切
り
と
し
、
以
降
は
地
権
者
の
皆
さ
ま
が
主

体
的
に
管
理
し
て
い
く
方
向
性
が
確
認
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
中
村
明
会
長
よ
り
、
竹
に
覆
わ
れ
た

山
を
整
備
、
管
理
し
て
き
た
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員

会
に
対
し
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
ご
協
力
の
お
願
い

　

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
し

て
、
国
内
外
の
発
信
強
化
を
目
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
左
記
リ
ン
ク

ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
み
ご
回
答
く
だ
さ

い
。ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

https://form
s.gle/i1km
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い
の
ち
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

�

周
辺
緑
地
を
守
る
会
と
の
懇
談
会
開
催

　

埼
玉
県
所
沢
市
に
お
い
て
、
２
０
１
７
年
か
ら

取
り
組
ん
で
き
た
「
い
の
ち
の
森
づ
く
り
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
も
今
年
で
８
年
を
迎
え
た
。
約
２
万
本

の
伐
採
さ
れ
た
竹
で
覆
わ
れ
た
山
の
斜
面
は
、
植

樹
と
適
度
な
除
草
作
業
に
よ
り
里
山
の
風
情
を
維

持
し
て
い
る
。

　

こ
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
３
人
の
地
権
者
に

よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
「
堀
口
天
満
天
神
社
周
辺
緑

地
を
守
る
会
」
と
、
懇
談
会
で
の
意
見
交
換
を
重

ね
な
が
ら
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

２
月
４
日
、
２
０
２
４
年
度
第
３
回
懇
談
会
を

堀
口
自
治
会
館
で
開
催
。
出
席
者
は
、
守
る
会
会

長
の
中
村
明
・
夫

妻
、中
村
典
之
氏
、

長
谷
川
悦
夫
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
、
事
務

局
か
ら
３
人
で
あ

っ
た
。こ
の
日
は
、

春
開
催
す
る
タ
ケ

ノ
コ
掘
り
や
今
後

の
長
期
的
な
管
理
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E-m
ail

：rfpj-info@
w
crp.or.jp

（　
　
　
　
　

   

）

頒
価
一
〇
〇
円
一
年
分
一
、〇
〇
〇
円  （
送
共
）

賛
助
会
員
の
購
読
料
に
つ
い
て
は
、

会
費
に
含
ま
れ
て
い
る
。　

 　
　
　

 　

互
い
の
立
場
に
よ
っ
て
違
う
意
見
を
話
し
、
理
解

し
、
尊
重
す
る
こ
と
で
心
が
穏
や
か
に
な
り
平
和
へ

の
第
一
歩
に
繋
が
る
と
感
じ
ま
し
た
。

《
２
月
》

４
日　

 

気
候
危
機
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
「
い
の
ち
の
森 

守
る
会
と
の
懇
談
会
」（
埼
玉
・
所
沢
）

５
日　

 

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
平
和
構
築
に
向
け
た
諸
宗
教

と
国
連
/
諸
団
体
に
よ
る
円
卓
会
議（
東
京
・

フ
ォ
レ
ス
ト
テ
ラ
ス
明
治
神
宮
）

13
日　

女
性
部
会
会
合
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

20
日　

 

人
身
売
買
禁
止
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
現
地
学
習

会
（
東
京
・
マ
ス
ジ
ド
大
塚
）

27
日　

 

和
解
の
教
育
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
第
３
回
会
合

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

27
日　

 

ス
ト
ッ
プ
！
核
依
存
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
第
５

回
会
合
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

28
日　

第
４
回
総
合
企
画
委
員
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

�

掲
載
内
容
の
無
断
転
載
を
禁
ず
。

泰
和
（
た
い
わ
）

* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* -*-*-

* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --*

-*-*-
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
活
動

今
月
の
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
新
熟
語

　

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
事
務
局
が
日
常
の
中
で
感
じ
た
こ
と
を

漢
字
２
文
字
で
表
し
、
新
し
い
熟
語
を
作
り
ま
す
。

右から２人目から中村明会長、中村典之氏


